平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書

	会派名
	新緑会

	議員名
	羽立　秀光　早坂　博

	調査実施年月日
	平成24年10月23日（木）

	調査先　自治体名等
	山口県萩市

	調査項目
	１．萩市起業化支援補助制度について

２．萩循環まぁーるバスについて

	調査目的
	１．萩市における商業の活性化、とりわけどのような起業化支援策が行われているかについて調査
２．本市で導入が予定されているコミュニティ交通を10年以上前から導入している萩市の現状について調査

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：53，５05人（Ｈ２4．9末現在）　行政面積：698．79ｋ㎡

２　視察内容

①萩市起業化支援補助制度について
同補助制度は、市内における雇用の創出等を目的に平成23年2月スタート。平成24年度までの累計で、10件約490万円。主に飲食店、美容室等が開業している。

②萩循環まぁーるバスについて

萩循環まぁーるバスは、不便解消、利便性向上を目的に、平成12年から導入。高齢者などの交通弱者が多い地域と病院や市内中心部を結ぶバスを1乗車100円で、市内２系統を30分ごとに運行。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	①萩市起業化支援補助制度について
同制度は、1件あたり50万円以内と比較的少額であり、交付実績も10件とまだ少ないものの、問い合わせが多数寄せられていることから次年度以降も継続する方向で検討しているとのこと。起業する年代の中心は、30代から40代前半と比較的若い人が多く、就業機会の創出、また市内定住を条件としていることからＵ・Ｉターンなどでの定住人口の増加等確実に効果が表れているとのこと。

少額なゆえに若い人も多く、比較的敷居も低く開業できるメリットがあり、空き店舗対策など商店街の活性化にもつながることから、本市での取り組みの参考となる部分があるのではないかと感じました。
②萩循環まぁーるバスについて

開業から５～6年までは順調に利用者は増え続けていたものの、近年は横ばい、減少傾向となっている。

経費は運賃収入だけでは賄えず、市の負担は毎年約3,100万円、さらに、バスの車両更新時には、国庫補助を除いても2台で約1,600万円の費用が発生し、多額の負担が生じている。

運行を続けているのは福祉的側面が大きく、本市でも様々な形態での運行が模索されているが、本市で導入された場合においても多額の経費負担が強いられるのではないかと感じました。


